
令和元年度～令和５年度観測研究計画

課題番号：JAMS03

（１）実施機関名：

海洋研究開発機構

（２）研究課題（または観測項目）名：

海底火山観測研究

（３）関連の深い建議の項目：

1地震・火山現象の解明のための研究

(5)地震発生及び火山活動を支配する場の解明とモデル化

ウ. 火山噴火を支配するマグマ供給系・熱水系の構造の解明

（４）その他関連する建議の項目：

1地震・火山現象の解明のための研究

(1)地震・火山現象に関する史料・考古データ、地質データ等の収集と解析

ウ. 地質データ等の収集・集成と分析

（５）総合的研究との関連：

（６）平成 30年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：
新規研究

（７）本課題の５か年の到達目標：

（国立研究開発法人海洋研究開発機構第 4期中期目標より抜粋）

III 　１．（３）海域で発生する地震及び火山活動に関する研究開発

我が国の周辺海域においては、南海トラフ地震や海底カルデラ等、大規模災害をもたらす地震・火山

活動が活発であり、防災・減災対策の更なる強化が求められている。そのための具体的な検討を進め

るには、海底下で進行する地震・火山活動の実態把握及び長期評価が欠かせないものの、現在は観測

データも十分に揃っていない状況にあり、観測体制の構築と、データの取得・解析を通じたメカニズ

ムの理解等の科学的知見の充実が課題となっている。このため、機構は、地震発生メカニズムの理解、

プレート固着の現状把握と推移予測及び海域火山活動の予測研究に資するデータと知見を蓄積し、地

震調査研究推進本部、気象庁、防災科学技術研究所、大学等の関係機関に情報提供することで、地震

発生帯の現状把握・長期評価及び火山活動評価に貢献する。これを実現するために、大学や防災科学

技術研究所等の関係機関と連携して、南海トラフ地震の想定震源域等を中心とした、広域かつ精緻な

データを連続的にリアルタイムで取得する海底地殻変動観測網の整備・高度化を進めるとともに、高

精度の海底地下構造調査、海底堆積物・海底下岩石試料の採取・分析を実施する。これにより得られ

たデータと既存のデータの統合・解析を行うことで、地震発生帯モデル及びプレート固着状態に関す

る推移予測手法の高度化を行う。また、海域火山に係る先進的な観測手段を確立し、海域火山周辺に

おいて火山活動の現状把握を行うとともに、地球内部構造や熱・物質循環機構等の解析を進める。

（８）本課題の５か年計画の概要：



国立研究開発法人海洋研究開発機構第 4期中期計画に基づき下記の事項について実施する。

海底火山の噴火は、突発的かつ大規模な災害をもたらし、また地球環境への影響が非常に大きい。こ

れら火山災害の発生予測や地球環境への影響評価を行うためには、その原因となる熱、マグマ、流体

の発生と輸送現象、噴火履歴や噴火推移す垢砲修譴蕕僚猗 當 謀 燭訝狼綟睇�萋阿鰺 鬚垢襪海

箸�斗廚任△襦 �修海如∨棆歛蠅任蓮 �餾歐竺げ奮愀〆鏃弉茵 IODP）の下で地球深部探査船「ちきゅ

う」等を用いた海洋掘削を推進し、海底火山活動の観測、調査、地質試料の採取分析によって活動履

歴、過去の噴火様式等の現状を把握する。また、得られたデータや知見を用いて地球内部構造や物質

の収支等を推定し、火山活動を支配する地球内部流体やエネルギーの循環機構、マグマ供給の仕組み

等を、単体の火山からグローバルな規模まで解明する。

具体的には (1)無人自動観測システムと海底観測機器を組み合わせた海域火山観測システムの開発 (2)

我が国大規模のカルデラ等を対象とした構造探査、火山体の海底調査、岩石試料の採取 (3)火山活動

の現状把握とマグマや流体の生成から噴火に至る過程及び様式の理解に基づいて得られる海底火山活

動の予測に資するデータ及び知見の国及び大学等研究機関への提供等をおこなう。

これらの進捗状況を踏まえ (1)伊豆・小笠原弧等の海底火山における海域火山観測システムを用いた火

山活動の現状把握 (2)継続的な各種調査・観測の実施、試料の採取及び分析により蓄積された知見を活

用した、国内外の火山の中長期活動や噴火過程の比較検証 (3)「ちきゅう」等を用いた火山体深部や海

洋地殻の実態と形成過程の解明を目指した海洋掘削を可能とするためのデータ及び研究成果の創出等

に取り組む。

（9）実施機関の参加者氏名または部署等名：
海域地震火山部門 　火山・地球内部研究センター

他機関との共同研究の有無：有

東京大学地震研究所

神戸大学

北海道大学工学部

海上保安庁

気象庁・気象研究所

（10）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：海域地震火山部門

電話：

e-mail：ceat

URL：http://www.jamstec.go.jp/ceat/j/

（11）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：石原 　靖 　

所属：海域地震火山部門


